
水産物部卸売業者が行う卸売予定数量等の報告に関する取扱要綱 
 
（趣旨） 
第１条 この要綱は、京都市中央卸売市場業務条例（以下「条例」という。）第

５５条第３項の規定により、卸売業者が卸売予定数量等の報告をしようとす

る場合の取扱いに関し、必要な事項を定める。 
（報告事項） 
第２条 条例第５５条第３項第３号に規定する市長が必要と認める事項は、次

に掲げるものとする。 
⑴ 出荷奨励金 

   卸売業者が集荷取引について、出荷の奨励その他の目的をもって出荷者

又はその組織する団体に対して支出する奨励金 
⑵ 完納奨励金 
ア 卸売業者が卸売代金の期限内の完納を奨励する目的で仲卸業者及び売

買参加者又はその組織する団体に対して支出する奨励金 
イ 卸売業者が買受代金の代払い等代金決済の円滑かつ合理的制度を維持

する目的で、代払いを行う団体に対して支出する奨励金 
（記載事項） 
第３条 卸売業者は、前条第１号に規定する事項について、次に掲げる事項を報

告するものとする。 
⑴ 卸売業者の名称 
⑵ 出荷奨励金を交付した出荷者の氏名（団体にあっては、名称及び代表者名）

及び住所（団体にあっては、主たる事務所の所在地） 
⑶ 出荷奨励金を交付した額 
⑷ 出荷奨励金を交付した理由 

２ 卸売業者は、前条第２号に規定する事項について、次に掲げる事項を報告す

るものとする。 
⑴ 卸売業者の名称 
⑵ 完納奨励金を交付した仲卸業者若しくは売買参加者の氏名（団体にあっ 

ては、名称及び代表者名）及び住所（団体にあっては、主たる事務所の所在

地） 
⑶ 完納奨励金を交付した額 
⑷ 完納奨励金を交付した理由 

 
附 則 
この要綱は、令和２年６月２１日から施行する。 


